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テーマ設定の理由
・最近のニュースなどでクジラ　や
ウミガメ、海鳥などの体内　からプ
ラスチックが出てきて　いるというも
のを見て、海洋　環境への影響が
大きいと感じ　たから。



現状

回収されたプラスチックごみの79パーセントが埋め立て、ま
たは、海へ投棄されている。

2050年には海中のプラスチックごみの重量が魚の重量を
超える



課題

プラスチックごみは紫外線による劣化や波の作用などにより破
砕され、やがてマイクロプラスチック（5ミリメートル以下の小さ
な粒子）になる。それが海洋生物たちに取り込まれることで、
生態系への影響や、それを食する人体への影響も懸念されて
いる。

自然分解ができるプラスチックはな
いか



提案

バイオパック

バイオパックを使おう!！

海藻を原材料とした
食べられる食品包装素材

＜利点＞

・天然素材でできているため微生物によっ　て
の分解が可能
・水に溶ける素材のため、海や土の上でも　分
解が可能

バイオパック



まとめ

・今回提案したバイオパックは一つの考えとして出したも　のであ
るので、一人ひとりがプラスチックを主としたゴ　ミ出さないように
することは続けた方が良いと考える。
・食品包装素材と先程述べたが、入浴剤や粉末スープの　　パッ
ケージにすることで　まるごと使えきれるというよ　うな考えもでき
るので、可能性は大きいと思う。
・この提言を書くにあたって私自身初めて知るようなこと　が多く
あった。それを踏まえ、もっと多くの人にSDGsや　その背景につ
いて知ってもらいたいと感じた。
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